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カラマツ假導管長の年齢及び 

地上高によ る變化

(バル プ材 と し ての北海道産樹和の研究 

丸に共の育林的考察 第二報)

• 平 井 伝 二 •

緖 言

難忙第一報 としての 天然生アッ ・ドマッ似導ﾡ長の4前及び地上 
高cxる變化を報書しなが, 之に對蹴する ものとして, 北海道に於 

ける主要人工ﾡ栽樹ﾡの一なるカラーッ Iaris leptolepis GorDos 
(Syn.L.Kaempferi SAnGpsT)に賞さ研究した結果と述べ, その 

ル プ材として の地楽性に 言及 したい と 思ふ。

本研究の御指滋を賜り たる場長石原供三博士,北村ﾡ重技間に深 

の謝意 を炎 し, 又測定計 の に助力 を得た小川常共夫に感謝す る。

供試材料

供試材料は野幌國行林第 III施業N北 2 ﾡ3機に明治14秋松栽 

されねもの で,昭和 13 4 5 月 22 日 伐採,樹令 31 年,皮付闘高 直 

御26cm, 樹商21.25m, 枝下高11.S0m, 材積0.5547mである。そ 

の生長經過は第 1岡乃至第 3圖に示す如く である。
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測定及び計算方法

第一報に同一であるが, 今度は南側の資料に就てのみ測定 しな。

又ブヲ トドマツの場合, 4前には伐探動(地上0.3m)にかける年輸 - 

敗を川ひたが, カラーッでは眞正の都過4数によつた。 測定数は1 

資料に燃き500仙以上 1500仰に及んでるるが, 之は算術平均の標準 

課ﾡ 0.030mm 以下に な る ﾡ測つなのであ る。



測 定結果

(1) 個術長の地上高に よ るﾡ化

地上高別ﾡ断面の最外側5 仙4輪。 即 ち 27-31 年生年幅に就 a 
測定したﾡ果をめ1炎, その3術不均をめ1同Iに示す。叩ち大ル 

Sani。 第2法J川 C(1o) S.402. に適合してるて, 始め 地上高を加す 

につれ次第に長さ大とな り,.地上9.4mに於てR大を示し 之ょ り 

ﾡ念に長 さを滅じ, 竹端部では著し く 知 くなる。而 し て大ﾡﾡ 

符長 さを示 す地上 0.4m の勲は樹幹全長のく 近くに 相當 し てる 

る。 地上 0.3 m から1.3 mに 向 つ て假導管長が少 し く 減少してゐる 

のは カラ マッの特性であるか, 此の測犯された個體の殺異である か 

明かでない。

第 一 表 似 笄 f そ の 地 上 5によるク 化 
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2.861 ±0.036 4.4440.833
2.170土0.034 4.3890.889

0.6500.021
0.608士0.019

21.56-0.341
22.58 +0.053
27.00-1.175
23.81 0.596
28.59-0.218
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( 2 ) 假温存長の年齢に よ る 継化

地上 0.3m, 3.3 m, 5.3 m, 9.4m,15.3m に於ける 収導符長の年齢 

にxる變化, 即ち樹心部よ り外方皮部にかけての變化はﾡ2炎に示 

す処く ; その算術不均を回示すれば第 5旧アか 9 岡 となる。何れ 

の断面に於て も中心部は假項管長極めて小で、 外部に向って急激に 

長さ を増 してゐる。供試樹の年齢未だ約304なる公, ﾡ導符長の略 

一定となる域 (Sani。 第1法則〔(10) S.402.) に達し てゐ ないが, 

R下所面地上 0.3 mのもの に就て 見れば,樹齢 20 4頃で似管念速 

仲期から総設仲長〔(の)p.117.コ に移行してゐる。之をァッ トド 

ッに比すれば著し く 早い事が明かである。Jち ァ ヲ ト ド→ ッの場 
・
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合は C(3)D. 576. 30年と投界と してゐなが, アヲ トドマツの樹齡は

地上0.3m に於ける年ﾡﾡにルなものであるから, その間更に相

違がある事を認めねばな ら。 火之に閉ﾡして川ﾡの配が ヲフ ト

ドマツよ りもしく急である。

第二 個の的によ上る變化

第 元. 口 H ﾡ f •長 の 年 的によ る愛化
地 上 0.3 m

上
爲m

年

的 !
年儡 cm
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数
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1500 3.7180.023
I2503.799士0.026

3.917 3.7850.028
4.0773.892士0.032
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0.833
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0.878±0.016 23.61 -0.226
.556 0.91I210.0I8
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39.20 + 0.108
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0.2012504.042士0.027 4.165

1.667
0.533士0.01418.19+0.026
0.916±0.02023.34 -0.108

0.58 7!501.814士0.029 1.597
0.8210003.291土0.026 3.590
0.4010004.028士0.024
0.2810004.376土0.026

4.175
4.671

0.20 5001.653士0.020
0.58 5002.520士0.029
0.54 8502.9340027

I.569
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3.864

l.660±0.028 3.000 0.556 0.1920.016 28.63 + 0.351
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1.7410.032 4.0000.5560.690士0.01738.05
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0.6670.419士0.01427.16

+ 0.315
-0.358
-0.198
-0.353

+0.188
2,388士 0Q364.111 1.111 0.650土 0.021 25.77 +0.6IO
3,2140.0314.889 1.16710.792土 0.019 27.00 一I.!7う
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第 九 岡 係 第 管 災 の ド ﾡによるﾡ化
地 上 15.3m

似分管の的に よ る2化
地 上 94m

爵 N
:

e

0.8m
 

'

0.4

°0

J2 16 21 26 31
坪 鈴

(3) 4ド商Wi と暇導行長 と の關係

供試樹の問齢求だ く して假導存緩漫伸長期若くは安定期に殆ん 

ど入ってゐない爲, 各に見る如く 不均4輸幅とﾡ導ﾡ長との開係 

は明かでない。

(4) 假導管長度數分布曲 線の形

ﾡ査料毎の度ﾡ分布線の形は各炎に於けるﾡ大価, 最小位, 標 

消価, 幾ﾡ係ﾡ, 歪度から判断 し得られ る。標準偏差は假導管の

-10- -- II



長所で大 合く 知くなるにつれ小となる。 そに反 し提係数は似 

ﾡ短所に大で, ﾡ炎長くなるにつれ小となるが, 著しく長い部 

分では又梢大となる傾向がある。而してアヲトドマツに比校すれば 

一級に幾異が大である。歪度は一•の場合が多く,爲に度數分布曲線 

は概ね行価形であるが, 假導管長の極めて小なる所では十を示し. 

度数分布曲線は左偏形と な る。

バルブ資材としての考察

北海道に於け る 人工植栽樹種と して ラーッはそのﾡとなし, 

明治25年以楽各地で造林されて, そのﾡは岡朴, 民行朴では 

の如く である cW和11343月ポﾡ・ 拡林m別益)。

國 布 林 11.900ha . ・

民 有 林 48.161

その材は主としてﾡ業川材(挑木),土工及松端川材,電E札川材, 
小用材となり, 火処築用材, 枕木川材としての仙刑も試みられてゐ 

る。併しバルブ原料と して は從來エゾ マ ツ ・トド ッ 類が大部分 を 

占め, 他樹種の介入す る小は殆んど無かったが, 4バルプ産の 

ﾡ勢はゾ・トドﾡに止るを許さず, 凡ゆるパルブ資源を總動員す 

べく, 又進んでバルプ材目様の人工ﾡ林が目論すれつ、ある。 c 

、に於て従※技術的見地からﾡられなかつな ラマッも その主要な 

一楽と して考慮ざれねばな らない。 ラマ ツ岡の旣往の研究結果 

を統合し, そのバルプ査材としての地位を校討したるのにeEに西m 

氏" の解成があ るが, 数では ラマッ 繊維長測定結果 を顧慮 し て, 

製紙バルプ査材と しての將來性を前報 ァ ヲ トド ッと比較しつ 述 

べないo

樹後の最外側部分に於ける カ ラ マ ッﾡ導管長の地上高によ るﾡ化 

を見れば地上 15m ﾡはその長さ 3 mm 以上であ り, それより 樹竹部 

・ -12- 

はかな り短小となる。 年齢によ る變化を見るに 3mm に達するのは 

154附近で, ブヲ ・ド ッの304に比すれば著し く早く, 火付も 

その長さ を増加しつ 、 ある故, 假導管長の略安定せる時の長さ も ア 

ヲトドマツに比して火となるものである。從つて急速に長さを増す 

I と 安定域の假说管長大な る 事 と の二項は, 樹置会盤 として同年齢 

の も のを比較 しな場合, » ラ* ッ の平均假導符  長は アヲ トドマツ よ

り著しく 長3を示すものである。J ち ﾡ維の長 さ の黙のみ より見 

れば, »ラマツは繊維資材として遙かに冇利である。

次に生長量に就ては,輕川地方落葉松收額表に よれば〔(S) Pp. 7 

-8,I-III 等地をじ354にして不均生長略最大に述してる 

る。 父長野撃地では〔(16)ﾡ11表,I等地304,II等地404, 

I1等年地504, 愛媛縣別子 地方では？ I等地35年,II等地40-50 

4,III等地504, 朝解では n2) PP. 94-97コ, I-III等地を通じ 

15 204である。即ち 假導管の急速伸長と 相俟って短伐期施業の適 

常なるを示してゐる。

更にカラマツ C(s)pp. 7-8コ］ 及び トドマツ人工造林*' の 30年に於 
・

け る 1 ha b 主林木幹材積 を 比較 して見ると

地 I
____ m

11
__  m__

III 
m

カ ラ マ ツ 315 260 210
r r * ツ 144 93 48

北 率 2.19 2.89 4.83

の如く 生長 川: に甚大の差があ る。

然らばバルプ料と しての化學的性質は如何であらうか。カラマ 

ッ如Larix ・pp. 原木の化學的成分分析結果に よ れば仙のルン針 

葉樹材に比して主要成分は大なる徑庭な く〔(5), (12 (15), 樹ﾡ分の

・ 地イ談55 そ I G%, 45をII ぐ地, 35をIII4ぬとす・C(2)p.102.J。

--13-



如さ もつてが松よ り も少とのﾡ果""がてゐて, 製新川ルブ 

資材と して十分川ひ得る ものであり, 父人制・ 人殺バルプ材と し

ての可能性 も考へられる。併し實際 バル ブ製ﾡ を行人に際 し て は村 

質ﾡ締なる爲ﾡ解はかなり困難なるものの如 く〔(1), (7), (13)〕 嶋 

脂分の分布不均一な る公, 樹刷のかそれあるFが云はれてゐる"。 

しかし乍ら之笠はいづれも適當な蒸煮法によって技術的に解決し得 

ると考へられるるのであり, 父現に各面にがて その努力がな され 

つつ ある 故,内地に於ける ブカーッと に, カラッ は 今後主要な 

みバルブ資材用造林樹林た り得るものと考へる。既に北鮮製紙化學 

工業株式会社吉州工場では 人細 バルブ資材 と してテッセンカラーッ 

Iarix dahurica TURCzANINOW var. Principis Rupprechrii REHIDER ct 
Wusox を川○始め,M和124に原木20前石を清してゐる C(10) 

p. 67.コ。 ,

総 括

野幌図行林人工横求の 31 44:カ ラ マ ッにがける収ﾡﾡの4齢 

及び地上高iによﾡ化を測定してのﾡ果を得な。

(1 ) 地上高 cxる ﾡ化は外仙の部分では概ね Sani。 第 2 川 

に従ひ, 地上0.4mで最大に地し, 之ょ り桁ﾡに前つてかなり公激 

に滅少す る。最大似導符長山羽地上高 0.4m は樹高の3 v。

(2) 4齢に X る継化は Sani。 第 1法川の示す如 く 樹心部よ り外 

部にかけて 204生頃落なにその長さを増し, 以後も海 してゐ 

る。 アヲトドーッにすればその仲長のは道に逃い。 .

(3) 樹ﾡ会部の不均似導ﾡ長は アヲ ・ド ッ に比較して 著し く 

長い。

(4) 假導管長の緩異に開 し, そ の絶到撤布度は合部分に於て 

大, 短学部分に於て小であるが,比修撤布度は概わね之と反樹で, 只 

般導管長淋し く長さ分では稀大と なる傾向がある。ブヲ トドマ ツ 

に比修すれば絶割批布, 比校撤花度共に大である。

(5) 各部分ﾡの 假博存長度敷分布 山線の形 は概ね布価形である 

が, ごく 短い部分では左偏形 となる。

乂製紙バルブ資材と してのカラ ッの適合性を考祭して見る と

(1) 繊維は早く長くなう, 且全體としてアヲ トドマツよりも長

o
(2 横求朴の生長は ブヲトドッよりも著しく 大で, 不均生 

長量ﾡ大は 35 年頃に達する。 •

(3) 化學的性質はバルブ資材と して十分可能性ある を示す。 

の三動よ り ・ 北海道に於て は製紙バルブ資材を 目 的 と して短伐期造 

林 と 行ひ得 る 主要 な る 樹種 と考へるが出求る。

引 用 文 i 狀

嬢推員に関す る市要文献は第 1iに州げた。
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